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加
入
前

加
入
前

国民健康保険・国民年金に加入
月額給与 98,000円

国民健康保険料 3,800円
国民年金保険料 17,000円
雇用保険料 600円
所得税(※1)

手取り月額（概算） 76,600円

社会保険の扶養の範囲で働く

国民健康保険・
国民年金に加入

社会保険の
扶養の範囲で働く
社会保険の

扶養の範囲で働く

月額給与 98,000円
健康保険料 0円

厚生年金保険料 0円
雇用保険料 600円

500円
手取り月額（概算） 96,900円

加
入
後

加
入
後

加
入
後

加
入
後

月額給与 98,000円
健康保険料 4,900円

厚生年金保険料 9,000円
雇用保険料 600円

0円
手取り月額（概算）手取り月額（概算） 83,500円83,500円

国民年金のみに加入した場合の例国民年金のみに加入した場合の例

年
額
年
額約80万円 保障なし

ご家族の方の会社から家族手当が支給されている場合は、社会保険に加入することで、
手当が支給されなくなることもありますので、ご家族で働き方を考えましょう。

社会保険に加入
して働く

社会保険に加入して働く社会保険に加入して働く

※1 所得税額については、毎月の収入額の変動や控除の追加などにより年末調整において調整額が発生し、一月当たりの所得税額が本事例と異なったものとなる場合が
　   あります。詳細は勤務先の人事・労務担当者にご確認ください。

※月額給与98,000円の例

※2 このケースでは毎月の所得税額が生じますが、年末調整で国民健康保険料・国民年金保険料の支払額が反映され、納付済み分は還付されるため、０円と表記しています。

病気やけがで会社を４日以上続けて休んだ場合は、
社会保険から傷病手当金の受取り（30日間休んだ場合の例）

病気やけがで会社を４日以上続けて休んだ場合は、
社会保険から傷病手当金の受取り（30日間休んだ場合の例）

日
額
日
額2,180円 58,860円

27日分支給で

※ご自身の将来の年金額を試算する場合は、裏面へ
※傷病手当金の額は給与の2/3の金額が目安となります。

3ステップ
社会保険加入 を考える

1分で分かる！動画はこちら

社会保険（健康保険・厚生年金保険）加入による手取月額（概算）について考えてみましょう。

社会保険加入による保障の違いについて考えてみましょう。

ご家族や周りの方にも相談して働き方を考えましょう。ご家族や周りの方にも相談して働き方を考えましょう。

年金額（40年加入）¥ 傷病手当金傷病手当金¥

40年のうち、20年厚生年金に加入した場合40年のうち、20年厚生年金に加入した場合

年
額
年
額約92万円 12万円

UP

0円(※2)

私たちの社会保険料は
どうなりますか？

保険料の半分は
会社が支払うのですね！

ご自身の手取りの変化を
計算してみましょう！

手取りかんたん
シミュレーター
手取りかんたん
シミュレーター
https://www.mhlw.go.jp/tekiyoukakudai/koujirei/jugyouin/#simulation01https://www.mhlw.go.jp/tekiyoukakudai/koujirei/jugyouin/#simulation01

所得税(※1)

所得税(※1)
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※令和6年度の年金額

将来の年金額について計算してみましょう

ねんきん定期便の二次元コードを用いて公的年金シミュレーター
による操作方法を1分動画で確認したい方はこちら

公的年金シミュレーターのサイトから直接、加入期間などを入力する
ことにより年金額の試算が可能です。

ねんきん定期便をお持ちの場合

ねんきん定期便をお持ちでない場合

1
STEP

例えば、Aさんが27歳から
59歳まで夫の扶養内で働い
ている前提で試算する場合

二次元コードを読み込んだ場合、
現在の加入条件が60歳になる直前
まで継続すると仮定して試算した
現時点の見込み額が表示されます

2
STEP 生年月日を入力

5
STEP

35歳以降
社会保険に加入後の条件を入力するため、
働き方、暮らし方欄を追加

6
STEP

7
STEP 加入後の見込み額が

表示されます

3
STEP

「ねんきん定期便」の
二次元コードから
シミュレーターにアクセス

厚生年金を選択し、
年齢を35歳から59歳まで
想定する年収を入力

4
STEP

http://www.mhlw.go.jp/stf/kouteki_nenkin_simulator.htmlhttp://www.mhlw.go.jp/stf/kouteki_nenkin_simulator.html

Aさん 35歳（女性） 27歳から夫の扶養の範囲で就労　今後（35歳以降）、社会保険に加入して働くことを検討中


